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有用広葉樹用材林施業に関する試験

511始年度

終了 (見込)年度

開発担当者

所 属 氏 名

昭 和 48 年 度 技 :"‐脚戯 講t ttL青課題番号″ 6

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の 1既要

熊本 営 林 局

隅齋&ふょ
|

固定試験地の設定

卜す‐
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課題番号Z7 昭 和 49年 度 技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営 林局

課  題  名 有 用 広 葉 樹 用 材 林 施 業 に関 す る試験

開 発 期 間
開始年度  49 年度    調査年度  49 年度

終了 (見込)年度   57 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 名

長 崎 営 林 署

者β  城

調 査 係 長 村

森 川  秀 次 郎

経
朝
費

度

計

年当

累

開 発 的

九州にかける有用広葉樹資源の造成に関 し,

葉樹用材林育成方法を確立する。

広葉樹生産機能を明 らかにしながら, 広

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

-44-

実 施 経 過

1. 試験地の設定

長崎署  林令 28年生の広葉樹林 40

都城署  林令 25年 生の広葉樹林 3.9

立木密度の補正

有用広葉樹 (カ シ類 ,シ イ類 ,イ スノキ

し立木密度の補正を行なった。

樹種別成立本数 ,材積の調査を実施

2

2花 を設定

8七 を設定

,タ ブ等)の 選択による整理伐を実施

開 発 結 果 ′

営
　
林
　
署

ブ

ト

面
　
積
　
０

設 定 薗 伐 採 量 設 定 参 設定後 &当 林内照度 %
備 考

本数 材 準

④       (コごつ

本 数 材 積

④  (0
本 数材 積

④        (D

本 数 材 積

(イド)   (nが)

設 定 設 定

前  後

長 崎

A 9282 9282 10200   162 対 照 区

B 9070   182 2232    27 6838   155 7050   160 7.000本 区
8750 180 3675    40 5075   140 5775 500o本 区

D 9667   210 5420    78 4247   132 3725 3500本 区

計 402 36769   720 11327   145 も42  575 6480   144

都 城

Ｉ
一Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅳ
一計

124 2876 対 照 区

2940    91 2■29    37 54 1001 1.000本 区
087 4231 3775 23 500本 区
3824 2622 1202 1503 1500本 区

398115309   377 8526   130 6783 27

-45-
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課題番号Z 3-2

広 葉 樹 施 業 法

開始年度  49 年度

終了 (見込)年度  57

昭 和 50年 度

調査年度

年度

年 度

川  秀 次郎
木  秀  志

広葉樹生産の機能を明 らかにしながら広葉

名氏

郎

畠́

緑

勝

村

藤

上
　
清

森

植

当 年

累

慶  26

計

的発開

九州における有用広葉樹資源の造成に関 し,

樹用材林育成方法を確立する。

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

調 査 係 長

神ノ浦担当区主任
長 崎 営 林 署

都 城 営 林 署
調  査  係  長
高城 担 当 EXL主 任

広葉樹林の実態調査

人工造林地 (広 )実態調査

広菓樹材/Tl用状況 ″

広葉樹施業要件の検討

llll定試験地の設定

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

評価 する段階 に至 っていない。

技 術 開 発 報 告 書
熊本営林局

-53-

保残木の成長量調査 (各 プロ

相対照度測F~

植生調査

ント別 に 0.1詭調査 )

長崎―一―{1)相 対照度測定

0)稚 樹発生状況調査

1 成長量及び植生調査結果は取 りまとめ中
2 相対照度及び稚樹発生状況
営
林
署

プ

ロ
ツ
ト
面 積
詭

設定前のHA当 ク 設定後のHA当 り 相 対 照 度 HA当 夕稚
樹発生量
●本  数 材 積 本  数 材 積 設定前 設定後

長 崎

A
本

10,200
ぽ
162

本
10,200

ぽ
162

%
4

¢

4.500
9,350 7,050 4 3,500

C 8750 5,075 4 3,125
D 8,480 3,725 4 7.500

都 城

I 2,876 2,876 5 2

Ⅱ 3,630 1.001 2

lll 4,864 524 6

Ⅳ 080 4,780 1.503

稚樹の今後における消長と成育の推移について観察する。

3 本数調整伐後 ,樹幹 より側芽の発生がみられるが,側芽の発先 と,林木の成長及び
形質 との関係を観察する必要がある。
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昭 和 51年 度   技 術 開 発 報 告 書 熊本営林局
課題番号バ 4

課  題  名 広 葉 樹 施 業 法

開
　
期

発

　

間

開始年度  46 年度     調査年度  51 年度

終了 (見込)年度  57 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 氏 名

長 崎 営 林 署

都 城  ″

大 口  〃

調 査 係 長

経 営 課 長

上 村 緑 郎

森  川  秀 次 郎

島  木    賢

経

朝
費

当 年 度  82

累 計

開 発 目

広葉樹生産機能

的

いかに九州にかける有用広葉樹資源の造成に関し

樹 用材林育成方法を確立する。

明 し な が 広 葉

開 発 計 画

長崎 ,都城署

九州管内の主な地域を対象に ,種類編成 ,個 体密度 ,生産量の実態調査を行膝 ,広

葉樹施業のための基礎資料を確定したりえで有用広葉樹林
への誘導のため施業要件を

検討し固定試験地による施業を実施する。

人 口 署

既存資料による施業モデルをつ くり,コ ジイを主体とする林分に対ヒ/,株整理除 tえ

枝打 ,間 伐を実施し,用材林施業の体系化に必要な調査を行 う。

営林局にかける開

発結果の評価わよ

び普及計画の概要

現在までの調査結果により,林木の成立本数 と成長量の関係 ,林内

環境の変化等については一応の傾向を把握 したが ,広葉樹施業法 と

しての体系化つためには今後の調査検討を要する。

-52-

実 施 経 過

都城 ,長崎署

1.49年 度試験地を各 1ケ 所設定 し ,

調査を実施した。

2.50, 51年 度調査事項

(1)相 対照度測1定

¢)稚樹発/t状況調査

8)広葉樹材成長量調査

大 口 署
1 46年 度試験地を設定し,必要作業

2.48年 度立木密度の補整
3 成長量精密測l定木の選定標示

4.広葉樹林成長量調査

立木密度の補正及び樹種別成立本数 ,材積の

(株整理 ,除伐枝打 ,間 伐 )を実施した。

開 発 結 果

営
林
署
プロット 面 積

|

改定
HA

の

り
の
り
後
当
定
Ａ
設
Ｈ

2年 後
(51年度 )

相対照度 稚樹発生 ②

本 数 材 滲 本 数 材  租 本 数 材  積

A 対 照 区 091 10,200 10,200 162 10,130 165 4 4,500 4,87[

長

　

崎

7,00tl靡 097 9,350 7,050 160 6,980 165 41515 3,500 3′ 5C

C 5,000 // 100 8750 187 5,075 5,075 142 ・０

一

＝
ヨ 3,125 4,75(

D 3,500 // 2,876 184 3,725 116 3,725 4113 7,500 13,25(

都

　
城

――
ト
ロ
ヒ
脚

対 照 EBI 150 3,630 83

112

93

2,876 83 51211

1,000 l 4,860 1,001 67 / 1 0 25,00(

500 087 4,864 524 26 / 37,000 41,00(

Ⅳ 1,500 080 4,780 1,503 57 / 1,000 26,00(

1 相対照曖と稚樹発生 ぐ種子,萌芽)状況とr■大きな関係が見られる。成立本数が少ない区城の方がク
ローネの発達による照度低下が大きい。

2 密度と成長量の関係については今後の調査を待ちたい。
。大 口 署

1 成長量, 調査は別表 1の とかりである。                     :
2 各プロツトも施業効果が十分認められる。
3 過密林分を急激に疎開したことにより危倶された気象彼害は認められない。

-53-
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